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石狩川水系忠別川におけるサクラマスとシロザケの産卵床数の 2015 年の記録
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１　はじめに

　石狩川の上流域に位置する旭川市内近郊では，1964 年（昭

和 39 年）に石狩川中流域の深川市に構築された川を分断する

ダムのような農業用取水施設「花園頭首工」１）の影響により

海から遡上してくるサクラマス・シロザケ等の魚類の旭川市

への遡上が途絶え，旭川市では親魚の姿が見られなくなって

いた。

　その後，「旧花園頭首工」１）での魚道整備及び旭川市内から

の放流効果によってサクラマスならびにシロザケの遡上・産

卵・繁殖が旭川市で確認されるようになっているが，後述す

る大規模な放流は終了しているため，今後の自然再生産の状

況を把握するため2015年（平成27年）秋の忠別川におけるサ

クラマス・シロザケの産卵床数の観察記録を報告する。　

　　　　

２　調査地概要

2.1　調査河川および調査区間

　調査河川である忠別川は，石狩川の一次支流で流域面積約

1,066k㎡　流路延長59.2㎞，大雪山連峰の忠別岳（海抜1963

ｍ）の北西斜面に源を発して，旭川市街地を東西に流れ，旭川

市亀吉（標高100ｍ：河口から約155㎞地点）で石狩川に合流

する。

　調査区間は忠別川下流端の石狩川合流点から上流3.1㎞地

点の忠別橋から 9.5㎞地点の忠別川取水堰までの 6.4㎞区間

を調査区間とした（図１）。

　なお，忠別川は石狩川合流点から上流31.0地点に忠別ダム

（2007年（平成19年）運用開始）があることから流量が制御さ

れており，降雨があっても水位変動が少ない河川となってい

る。

　調査区間上流端の忠別川取水堰は，石狩川の河口からは約

165 ㎞地点にある河川横断施設で，右岸に魚道は設置されて

いるが，魚道の構造上シロザケの遡上には問題がある。

　したがって，この横断施設を調査区間の上流端とした。

　上記区間を対象として産卵床調査を実施した。

１）花園頭首工は，1987年（昭和 62 年）に上流の北空知頭首工の

改築に伴い統合されたことにより取水施設としての役割は終え

て「旧花園頭首工」となっている。

2.2　復元活動

　サクラマスの復元については，（公財）日本釣振興会北海道

地区支部が（地独）北海道立総合研究機構さけます内水面水

産試験場（旧 ･ 北海道立水産孵化場）の協力を得て毎年約 5

万～ 16万粒規模の放流活動（発眼卵の埋設放流）に取り組ん

だ経過もあって，放流以前より遡上および産卵床は増加して

いる。

　シロザケについては，1985年（昭和 60年）から忠別川流域

の教育委員会によって稚魚放流が行われており，産卵床調査

を始めた2009年（平成21年）の段階でも小規模ながらも産卵

行動個体および産卵床を確認している。

　こうした状況を受け，2009～ 2011年（平成 21年～平成 23

年）の 3年間に（国研）水産総合研究センター北海道区水産研

究所によるシロザケ稚魚放流（『石狩川本流サケ天然産卵資源

回復試験（以下，「試験放流」』）が石狩川上流で行われた。

　放流地点は，石狩川上流の愛別川と忠別川である（各地点

25 万尾／年）。　　　

　この試験放流個体の回帰親魚が，2011年 (平成23年 )以降

に群れで遡上しており，忠別川でも近年は秋になるとシロザ

ケの産卵行動が確認できるようになっている。

　このほかにも，石狩川上流では自然保護団体や教育委員会

等がシロザケ稚魚の放流（１団体数百～最大 5,000 尾程度規

模）を行っている。

図１　調査位置図

※1
公益財団法人日本釣振興会北海道地区支部
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　特に「大雪と石狩の自然を守る会」は，石狩川本川にて

1983 年 ( 昭和 58 年 ) と最も古くから稚魚放流に取り組ん

でいる団体で，2013 年 ( 平成 25 年 ) からは忠別川に稚魚

放流地点を変更している。

　忠別川では，こうした市民団体によるシロザケ稚魚の放

流が毎年約 1万尾規模で行われている。

３　調査結果と考察

3.1　産卵床

　調査は，9月下旬～ 12 月上旬まで実施した。

　日曜日に現地踏査を行い，目視確認を基本とし，産卵床

数をカウントした。

　産卵個体が集中する区域では，産卵床が重複して造成さ

れる場合があるため，一週間に一度の調査では産卵床数の

正確なカウントが困難である。

　したがって，平日の早朝，ほぼ毎日，観察を続けることで，

産卵床造成状況の変化を詳細に記録し，産卵床数の重複カ

ウントやカウント漏れがないよう配慮した。

　産卵床が集中する区域の位置関係については，概略図を

作成しながら整理し，調査精度を確保した。

　確認した産卵床は，位置を GPS に記録し，可能な限り写

真撮影した。

１）サクラマス

　サクラマスについて，時期・区域ごとに確認した産卵床

の記録を（表 1）に示した。

　確認した産卵床数は合計 38 箇所だった。

　産卵確認時期は 9 月下旬～ 10 月中旬の確認で，この時期

に産卵が集中していた。

 

 

表１　　　サクラマスの時期別産卵床確認数

注）12月上旬の確認は、川の水の少なくなった事により確認で
きたもので、痕跡は古く、産卵自体はもっと早い時期に実施
したものと推察される。

表２　　　サクラマスの放流数と産卵床数の経年変化

　産卵床数の経年変化を放流数と合わせて（表 2）にまとめた。

　サクラマスの放流は，シロザケの稚魚放流と異なり，発

眼卵を河床内に埋設する発眼卵放流である。

　サクラマスの産卵床数は放流以前より増加しており，こ

れは継続してきた埋設卵放流の効果と考えている。

２）シロザケ

　シロザケについて，時期・区域ごとに確認した産卵床数

の記録を（表 3）に示した。

　確認した産卵床の合計は 96 箇所だった。

　産卵行動中の親魚確認時期について，過去の忠別川の事

例では9月下旬～11月下旬までだったのに対して2015年（平

成 27 年）は 10 月中旬～ 11 月中旬と産卵行動中の親魚確認

期間が短かかった。

 

　産卵床数自体は，それを造成した雌の遡上数と推定する

と，雌雄が同数遡上したと仮定した場合，忠別川の 2015 年

（平成 27 年）の推定遡上数は 192 尾となる。

　（表 4）には，調査を開始した 2009 年以降の放流数と産

卵床数を示した。

　産卵床数が 2011 年（平成 23 年）から大きな数になって

いることと，2012年（平成 24年）の 797箇所をピークとして，

3年連続で半減しており，減少傾向が確認できる。

　なお，2011 年 ( 平成 23 年 ) 以降の産卵床数の急激な増

加は，後述する耳石鑑定の結果からも分かるように 2009 年

～ 2011 年 ( 平成 21 年～ 23 年 ) 春の 3 年間にわたる水産総

合研究センターによる25万尾/年の試験放流の成果である。

 

表３　　　シロザケの時期別産卵床確認数

表４　　　シロザケの放流数と産卵床の経年変化

※）稚魚放流数には、水産総合研究センターによる試験放流
(25万尾／年 )のほか、市民による放流数を含む。なお、市
民放流については、その実数把握は困難なため、さけます増
殖事業協会からの発眼卵の供与数とした。
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3.2　遡上個体 　～　サイズ，年齢，耳石標識判定　～

　産卵を終え死骸となった個体については，10 月中旬～ 11

月下旬まで確認でき，サイズ（尾叉長）の計測、採鱗・耳石

採取を行った。　

　確認した死骸の数は合計 33個体でうち 1個体については

頭部が動物により捕食されているため耳石無しの死骸である。

　魚体の大きさについて雄 76 ㎝，雌 72 ㎝が大きな個体で，

小さな個体は雄 54cm，雌 53 ㎝だった。

　採取した鱗および耳石を水産総合研究センターに提供した。

　鱗からは年齢が分かり，耳石には試験放流個体の場合，

全て耳石温度標識がついているため試験放流個体かどうか

の判別ができる。

　水産総合研究センターからの鑑定結果によると，年齢は，

33 個体のうち 1個体が 6歳（7年魚）で全体の 3%，2 個体が

5 歳（6 年魚）で全体の 6%，15 個体が 4 歳（5 年魚）で全体

の 45%，14 個体が 3歳（4年魚）で 42%，1 個体が 2歳（3年魚）

で 3% だった。

　耳石鑑定の結果は，31 固体のうち 12 個体 39% が石狩上

流における試験放流個体，19 個体 61% が無標識の野生魚も

しくは市民放流由来の個体であり，試験放流個体の自然産

卵によって繁殖した次世代の野生魚が回帰親魚となってい

ることが推測できる。

　過去 2 年を含め、遡上した個体の年齢組成及び耳石標識

による放流魚と野生魚の割合を（グラフ 1～ 6）にまとめた。

４　まとめ

　2015 年（平成 27 年）秋のサクラマスおよびシロザケの産

卵床調査の結果を整理した。

　サクラマス，シロザケは，ともに発眼卵あるいは稚魚の

放流により，その親魚が回帰し，放流以前と比較すると遡

上は増加したと考えられる。

　サクラマスについては，一定程度の幼魚（ヤマメ）の生息

数の増加と親魚の回帰及び自然産卵が確認されたため，今

後は自然産卵による次世代（野生魚）の定着を期待し，2014

年（平成 26 年）以降放流は中止している。

　シロザケは 2011 年（平成 23 年）以降，群れで回帰してい

たが，ほとんどが 2009 年～ 2011 年（平成 21 年～平成 23 年）

の 3年間で終了した試験放流個体の回帰であり，2016 年（平

成 28 年）には回帰時期が終了するため減少傾向である。

　確認できた産卵床数 96 箇所は 2014 年 ( 平成 26 年 ) より

も半減している (前年比 50%)。

　水産総合研究センターによる耳石鑑定の結果から分かる

ように，回帰しているシロザケのうち試験放流個体は 4 割

まで減少，6 割が野生魚もしくは市民放流由来の個体であ

り、放流魚の自然産卵から生まれた次世代 ( 野生魚 ) が安

定的に継続して再生産できるかどうかが重要となる。

　サクラマス，シロザケともに今後の経過を明らかにする

ために，継続して同様の調査を行う所存である。

2013 年（平成 25 年）

グラフ1　年齢組成 グラフ2　放流魚と野生魚の割合
※

2014 年（平成 26 年）

グラフ3　年齢組成 グラフ4　放流魚と野生魚の割合
※

2015 年（平成 27 年）

グラフ5　年齢組成 グラフ6　放流魚と野生魚の割合
※

※　グラフ2.4.6　「放流魚と野生魚の割合」

　ここでの野生魚とは，耳石無標識の個体であり，市民放流由

来の個体も無標識であるため野生魚に含まれている。

　放流魚について，2013年（平成 25年）には徳志別川放流個体

が迷入しており放流魚に含めている。

　2014年（平成 26年）には千歳川放流個体及び天塩川放流個体

が迷入しており放流魚に含めている。






